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東大理 ･物理 高 田 康 民
S･Kawajietal･1)は InAs反転層で超伝導のゆらぎの理論で説明され得る現象を



















10-4 となるO-方,B･C･S･の公式Tco二 WD e~lotこおいて,デバイ振動数 wD を




















けで,超伝導にはならないoこの時,A･P･機構による 楢 , 標 p'- 言･三･F(96)
となる｡(図3参 )ところで,図 2- (b)と図2- (C)を比べると,L.0.フォノン
では,0≦ q≦ 2Pf｡(P一o:フェルミ運動量 )の範囲でモー ドがあるのに対し,A･P･
では,0≦ q≦ qc の範囲にしか,モー ドがないo 従って,クーパー対が,A･P･を媒























･2, 散乱角度制限因子21 fb- レ､事oここで,q｡～0･4 vrW pであ-て,Nap,
bapは,A･P･を与えるサブバンドの遮蔽定数,b因子であるo
'3'形状因子Fが大きい事.即ち,Pi が大きい事O
このうち,(1)紘,超伝導になりうるサブバンドの数が多い程 , フ ェ ル ミ 面 付近 の状
態密度が増え,その分だけ,超伝導が起 り易いという条件である｡ 尚 , こ れ ら の条件は ,
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